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み
な
さ
ん
は
、「
豪
族
居
館
」
と
い
う

言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

古
墳
時
代
の
豪
族
が
居
住
し
た
、
そ

の
地
域
の
政
治
的
支
配
の
中
心
地
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
大
型
高
床
建
物
・
祭

祀
址
・
製
作
址
な
ど
が
濠
・
柵
に
よ
っ

て
区
画
さ
れ
た
遺
跡
で
す
。 

県
内
で
は
、
さ
く
ら
市
の
四
斗
蒔
遺

跡
、
矢
板
市
の
堀
越
遺
跡
な
ど
が
あ
り
、

宇
都
宮
市
に
も
、
北
関
東
自
動
車
道
の

建
設
に
伴
う
事
前
調
査
に
お
い
て
東
谷

町
南
端
の
上
三
川
町
境
で
発
見
さ
れ
た

「
権
現
山
遺
跡
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

新
潟
大
学
人
文
学
部
の
考
古
学
研
究

室
は
、
２
０
１
０
年
か
ら
１
７
年
に
か

け
て
計
６
回
に
わ
た
り
同
遺
跡
の
発
掘

調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

昨
年
も
９
月
14
日
か
ら
29
日
に
か

け
、
ま
だ
ま
だ
暑
さ
の
残
る
中
、
橋
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

博
文
教
授
を
中
心
に
研
究
室
の
学
生

10
数
名
が
発
掘
作
業
を
行
い
、
居
館
外

周
の
堀
の
形
状
や
居
館
内
部
の
遺
溝
、

建
物
跡
の
分
布
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。 
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考
古
学
研
究
室
の
発
掘
調
査
を
支
援 

食
べ
て
い
っ
た
ら
い
か
ん
べ
な
。
」

と
い
う
こ
と
で
、
焼
餃
子
15
人
前
を

差
し
入
れ
ま
し
た
。 

  

こ
の
３
月
で
橋
本
教
授
が
定
年

を
迎
え
た
た
め
、
今
後
の
調
査
の
見

通
し
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
機
会

が
あ
れ
ば
今
後
も
支
援
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

同
窓
会
栃
木
県
支
部
は
、
以
前
か

ら
発
掘
調
査
に
協
力
し
て
き
た
会

員
の
興
野
喜
宣
氏
（
昭
和
51
年
経

済
卒
）
か
ら
実
施
の
情
報
を
得
て
調

査
へ
の
支
援
と
い
う
こ
と
で
、
９
月 

19
日
、
藤
沼
支
部
長
、
斎
藤
副
支
部
長

が
現
地
に
飲
み
物
と
果
物
の
指
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
26
日
に
は
「
せ

っ
か
く
宇
都
宮
に
来
た
な
ら
ギ
ョ
ー
ザ 

令
和
元
年
度
支
部
総
会
開
催 

栃
木
県
支
部
は
、
令
和
元
年
度
総
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
後
、
様
々
な
道
を
歩
ん
で
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
併
せ
て
開
催
す
る
懇
親
会
で
、
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
新
潟
に
思
い
を
馳
せ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

発掘現場で見学者に説明をする橋本先生（中央白帽子） 

日
時 

６
月
29
日
（
土
）
12
時
～ 
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昭
和
50
年
経
済
卒 

入
江
吉
晴  

昭
和
46
年
春
、
バ
ッ
ト
を
持
っ
て

足
尾
線
（
現
わ
た
ら
せ
渓
谷
鐡
道
＝
わ

た
渓
）
終
着
間
藤
駅
を
出
て
桐
生
で
両

毛
線
に
乗
り
換
え
上
越
線
経
由
、
ほ
ぼ

一
日
が
か
り
で
新
潟
に
着
い
た
。
下
宿

は
信
濃
町
（
当
時
近
く
に
Ｂ
Ｓ
Ｎ
ハ
ウ

ジ
ン
グ
が
あ
っ
た
）
。
通
学
は
越
後
線

関
屋
か
ら
内
野
へ
、
五
十
嵐
キ
ャ
ン
パ

ス
で
授
業
開
始
。
た
だ
ガ
イ
ダ
ン
ス
は

西
大
畑
キ
ャ
ン
パ
ス
「
４
０
番
教

室
」
？
だ
っ
た
と
思
う
。
当
初
、
野
球

部
練
習
は
西
大
畑
。
間
も
な
く
五
十
嵐

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
新
球
場
が
完
成
し
、 

 

 

  

    

 

   

 

さ
ん
（
元
宮
城
県
警
）
、
よ
く
飲
み
に

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
（
牛
ち
ゃ

ん
、
牡
丹
、
蛇
の
目
寿
司
等
々
）
今
年

の
年
賀
状
に
「
昨
年
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

37
回
走
り
ま
し
た
」
と
あ
っ
た
。
そ

う
言
え
ば
、
一
緒
の
海
辺
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
、
付
い
て
い
く
の
が
い
つ
も
や
っ
と

だ
っ
た
。 

 
２
年
か
ら
は
３
年
間
内
野
の
ア
パ
ー

ト
暮
ら
し
（
土
屋
ア
パ
ー
ト
、
飯
付

き
）
。
私
が
風
呂
か
ら
上
が
る
と
、
お

ば
さ
ん
が
私
に
「
な
じ
ら
ね
？
」
、
な

ぜ
風
呂
に
入
る
の
か
と
尋
ね
た
の
か
と

解
釈
し
て
、
真
面
目
に
縷
々
説
明
、
後

で
意
味
を
聞
い
て
苦
笑
。 

 

と
に
か
く
新
潟
の
米
は
う
ま
く
、
皆

よ
く
食
べ
た
。
土
日
は
飯
休
み
で｢
大

吉｣

「
新
川
食
堂
」
「
八
珍
柿
」
等

へ
。
い
つ
も
お
ば
さ
ん
が
、
「
う
ち
の

米
消
費
は
他
の
倍
」
と
自
慢
し
つ
つ
嘆

い
て
い
た
。 

で
も
可
愛
が
っ
て
も
ら
い
、
就
職
後
も

Ｏ
Ｂ
会
で
新
潟
に
行
く
度
に
寄
ら
せ
て

も
ら
っ
た
。 

一
学
年
上
に
経
済
学
科
の
小
林
憲
一

さ
ん
（
後
野
球
部
主
将
）
が
い
て
、
そ

の
先
輩
の
勧
め
で
「
公
文
ゼ
ミ
」
に
入

っ
た
。
公
文
先
生
は
、
就
職
は
金
融
機

関
を
勧
め
た
。
私
も
小
林
さ
ん
（
地
元

市
内
の
先
輩
で
よ
く
夕
食
に
呼
ん
で
頂

い
た
、
最
後
商
工
中
金
監
査
検
査
部

長
）
か
ら
商
工
中
金
に
誘
っ
て
頂
い
た

が
、
結
局
総
合
商
社
ニ
チ
メ
ン
（
現
双

日
）
財
務
部
資
金
管
理
課
へ
。
し
か
し

高
校
野
球
の
指
導
者
の
夢
断
ち
難
く
、

一
年
で
退
社
し
て
栃
木
県
立
高
校
の
社

会
科
教
員
と
し
て
栃
農
に
赴
任
、
以
後

栃
高
、
栃
南
（
＝
現
翔
南
）
、
足
工

（
教
頭
）
、
小
山
（
教
頭
）
足
女
（
校

長
）
と
勤
務
、
足
女
で
定
年
退
職
後
地

元
の
マ
ロ
ニ
エ
医
療
福
祉
専
門
学
校
・

小
山
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校
に
お
世
話

に
な
っ
て
７
年
目
を
迎
え
て
い
る
。 

 

ニ
チ
メ
ン
で
お
世
話
に
な
っ
た
島
村

課
長
が
、
「
坂
の
上
の
雲
」
の
主
人
公

秋
山
真
之
の
上
司
島
村
速
雄
の
お
孫
さ

ん
、
だ
か
ら
「
す
ぐ
読
む
よ
う
に
」
と

同
課
の
横
井
先
輩
に
言
わ
れ
て
読
ん
で

以
来
愛
読
書
に
な
っ
た
。
横
井
さ
ん
は

後
ニ
チ
メ
ン
ア
ジ
ア
大
洋
州
、
ニ
ッ
ク

ス
社
長
（
退
職
後
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平

洋
大
学
で
教
鞭
）
を
歴
任
、
今
で
も
ご

指
導
頂
い
て
い
る
。
新
大
先
輩
太
田
さ

ん
（
準
公
式
野
球
部
か
ら
ニ
チ
メ
ン
食

糧
部
）
に
声
を
掛
け
ら
れ
野
球
部
に
入

る
。
そ
こ
で
お
世
話
に
な
っ
た
、
大
変

可
愛
が
っ
て
頂
い
た
一
塁
手
土
橋
さ
ん

は
双
日
初
代
社
長
（
元
会
長
）
。 

 
 

同
じ
ア
パ
ー
ト
に
理
学
部
地
質
鉱
物

学
科
の
滝
沢
松
雄
さ
ん
（
後
野
球
部
主

将
）
が
い
た
（
一
学
年
上
）
。
卒
業
後

ロ
ン
ド
ン
大
学
に
留
学
、
石
油
資
源
開

発
に
入
社
。
私
が
高
校
野
球
の
監
督

時
、
度
々
県
営
球
場
等
に
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
。
仕
事
が
世
界
中
で
の
石
油
の

掘
削
、
世
界
各
地
の
ス
ラ
イ
ド
を
送
っ

て
頂
き
、
授
業
の
教
材
と
し
て
活
用
さ

せ
て
頂
い
た
。
一
学
年
下
の
経
済
に
北

海
道
滝
川
高
校
出
身
の
ナ
イ
ス
ガ
イ
中

村
克
之
君
が
い
た
（
私
の
次
の
主

将
）
。
北
海
道
に
帰
省
す
る
と
よ
く

「
松
尾
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」
を
持
参
し
て

く
れ
て
北
海
道
の
美
味
を
知
っ
た
。
三

井
物
産
に
入
社
活
躍
さ
れ
、
今
年
の
年

賀
状
に
「
足
が
も
つ
れ
気
味
の
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
始
め
た
」
と
あ
っ
た
。
野
球
部

の
部
室
が
あ
っ
た
プ
レ
ハ
ブ
の
和
室
で

よ
く
合
宿
を
行
い
、
そ
の
度
に
よ
く
コ

ン
パ
を
や
っ
た
。
「
突
入
コ
ン
パ
」

新
潟
大
学
の
思
い
出 

―
か
け
が
え
の
な
い
出
会
い
― 

   

い
― 

「
こ
け
ら
落
と
し
」
、

神
宮
を
目
指
し
た
。 

１
年
時
の
キ
ャ
プ
テ
ン

が
法
学
部
四
年
渡
辺
徹

さ
ん 

 

（筆者近影） 
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「
中
締
め
」
「
打
ち
上
げ
」
。
た
だ

「
新
歓
コ
ン
パ
」
な
ど
正
式
の
も
の
は

古
町
に
繰
り
出
し
「
越
路
会
館
」
「
清

水
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
」
等
で
。 

 
 

五
十
嵐
野
球
場
の
隣
に
準
硬
式
の
グ

ラ
ン
ド
が
あ
っ
た
が
、
栃
高
の
監
督
の

頃
、
そ
こ
で
練
習
し
て
い
た
富
沢
さ
ん

（
当
時
群
馬
県
立
沼
田
高
校
野
球
部

長
、
英
語
科
教
諭
）
か
ら
、
練
習
試
合

の
話
が
あ
り
、
県
大
会
決
勝
に
勝
ち
進

ん
で
い
た
好
チ
ー
ム
、
以
来
毎
年
（
前

橋
工
業
時
代
含
め
）
お
手
合
わ
せ
頂
い

た
。
富
沢
先
生
は
そ
の
後
群
馬
高
野
連

理
事
長
と
な
り
、
群
馬
・
栃
木
選
抜
チ

ー
ム
対
ハ
ワ
イ
選
抜
親
善
試
合
の
通
訳

な
ど
も
行
っ
た
。 

関
東
甲
信
越
大
会
宇
都
宮
で
宇
大
と

戦
っ
た
。
一
応
完
投
し
た
が
、
１
対
０

で
負
け
た
。
そ
の
試
合
で
２
安
打
と
気

を
吐
い
た
二
年
経
済
の
柳
町
孝
次
君
は

地
元
常
陽
銀
行
現
在
参
事
。
相
手
宇
大

の
一
学
年
上
の
主
将
四
番
捕
手
が
、
最

後
鹿
沼
東
中
校
長
（
第
14
代
目
少
年

野
球
協
会
会
長
）
福
田
栄
さ
ん
だ
っ

た
。
沢
山
い
る
私
の
教
え
子
の
中
学
の

先
生
（
野
球
の
指
導
者
）
が
ご
指
導
頂

い
て
い
る
（
私
も
）
。
宇
大
チ
ー
ム
同

級
生
森
田
選
手
は
現
在
上
三
川
町
教
育

長
。
一
昨
年
、
「
人
権
講
話
」
を
頼
ま

れ
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
や
ら
せ
て
頂
い

た
。
本
当
に
久
し
ぶ
り
、
あ
の
試
合
以

来
の
対
面
だ
っ
た
。 

 

よ
く
先
輩
か
ら
ご
馳
走
に
な
り
、

「
順
番
」
（
当
時
の
風
潮
）
な
の
で
、

後
輩
に
奢
る
た
め
に
も
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
た
。
バ
イ
ト
先
の
市
内
の
表
装
店
で

自
分
よ
り
二
歳
下
の
姫
路
君
（
結
婚
後

は
本
田
君
、
現
在
新
発
田
市
で
イ
ン
テ

リ
ア
店
経
営
）
と
い
う
職
人
さ
ん
と
仲

良
く
な
り
、
新
潟
を
離
れ
た
後
も
互
い

の
結
婚
式
に
出
席
し
あ
う
等
今
で
も
交

流
が
あ
り
、
私
の
次
男
（
敦
史
、
宇
都

宮
市
内
中
学
校
勤
務
）
が
同
じ
新
潟
大

の
経
済
に
入
っ
た
と
き
も
、
引
っ
越
し

時
に
か
み
さ
ん
と
泊
め
て
頂
き
大
い
に

飲
み
食
べ
語
っ
た
。
隣
が
俳
優
三
田
村

邦
彦
さ
ん
の
実
家
だ
っ
た
。 

愚
息
と
栃
高
野
球
部
同
級
生
鈴
木
宏

為
君
も
新
潟
経
済
、
卒
業
後
獨
協
医
科

大
事
務
。
新
潟
大
学
図
書
館
課
長
補
佐

で
退
任
さ
れ
た
木
村
哲
衛
氏
に
も
ご
教

示
頂
い
た
。
木
村
氏
の
親
戚
の
子
の

「
家
庭
教
師
」
も
頼
ま
れ
、
卒
業
後
も

時
々
お
会
い
し
（
出
張
で
宇
大
に
来
ら

れ
た
時
に
は
こ
ち
ら
で
）
、
栃
高
時
、

受
験
生
激
励
、
同
僚
の
小
堀
先
生
（
こ

の
原
稿
の
件
で
最
初
に
連
絡
頂
い
た
人

文
Ｏ
Ｂ
、
現
真
岡
高
校
軽
部
校
長
と
共

に
私
が
尊
敬
し
て
い
る
国
語
の
先
生
、

小
堀
先
生
の
御
子
息
小
堀
篤
史
さ
ん
も

新
潟
大
学
人
文
↓
新
潟
日
報
）
と
新

潟
へ
。
今
で
も
同
先
生
と
会
う
と
そ
の

話
に
な
る
が
、
木
村
さ
ん
の
大
歓
待
を

受
け
て
、
い
つ
も
の
通
り
、 

私
は
飲
み
す
ぎ
の
体
た
ら
く
。 

こ
の
よ
う
に
新
潟
大
学
で
の
、
多

く
の
人
と
の
「
出
会
い
」
が
い
か
に

私
の
人
生
を
よ
り
豊
か
に
し
て
く
れ

た
こ
と
か
、
実
に
「
か
け
が
え
の
な

い
」
四
年
間
だ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
出

会
い
に
感
謝
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ

語
り
尽
く
せ
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、

後
ろ
髪
引
か
れ
つ
つ
筆
を
置
き
た

い
。 

長
く
勤
め
た
そ
の
栃
高
で

担
任
し
た
生
徒
の
一
人
篠
原

一
彰
君
（
新
大
経
済
卒
）

は
、
富
士
銀
行
（
現
み
ず
ほ

銀
行
）
に
、
東
京
で
の
結
婚

式
に
招
待
さ
れ
頼
ま
れ
ス
ピ

ー
チ
し
た
が
、
お
嫁
さ
ん
も

同
じ
地
元
新
潟
出
身
の
新
大

卒
、
同
結
婚
披
露
宴
で
は
大

い
に
懐
か
し
さ
が
込
み
上
げ

て
き
た
。 

新
潟
と
言
え
ば
、
昨
夏
専

門
学
校
の
北
関
東
信
越
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
が
新
潟
で
開
催
さ

れ
、
会
場
が
「
イ
タ
リ
ア

軒
」
、
新
大
時
代
ま
さ
に

「
高
嶺
の
花
」
、
感
慨
も
ひ

と
し
お
だ
っ
た
。 

 昭和４９年五十嵐グラウンドにて信州大学との交流試合後列右から５番目が筆者 
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ミ
ツ
マ
タ
群
生
地
ハ
イ
キ
ン
グ 

(

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
同
好
会
活
動
報
告) 

で
あ
り
、
北
西
に
は
雪
を
頂
く
日
光
連

山
、
東
側
に
は
筑
波
山
な
ど
が
連
な

り
、
遠
く
は
茨
城
県
庁
舎(

と
の
説
明

あ
り)

が
霞
ん
で
見
え
ま
し
た
。
山
頂

で
食
べ
た
施
設
提
供
の
「
さ
か
が
わ
の

昼
め
し
」
は
、
ご
つ
ご
つ
し
た
岩
の
上

の
昼
食
に
も
拘
ら
ず
た
い
へ
ん
美
味

し
か
っ
た
で
す
。 

ミ
ツ
マ
タ
の
群
生
地
は
二
つ
の
山

を
下
り
た
地
点
に
あ
り
、
谷
間
を
囲
む

よ
う
に
起
伏
の
あ
る
遊
歩
道
が
設
け

ら
れ
大
勢
の
人
々
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
陽
が
当
た
る
個
所
は
花
が
白
か

ら
黄
色
く
色
付
き
、
残
り
半
分
は
白 

ツ
ア
ー
参
加
者
は
総
勢
23
人
で
、
平
日

の
た
め
か
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
で
し

た
。
こ
の
事
業
は
、「
い
い
里
さ
か
が
わ

館
」
と
い
う
野
菜
直
売
所
や
そ
ば
レ
ス

ト
ラ
ン
等
を
併
設
す
る
い
わ
ゆ
る
都

市
農
村
交
流
施
設
を
拠
点
と
し
て
行

政
や
観
光
協
会
、
地
域
の
ミ
ツ
マ
タ
保

全
協
議
会
等
が
一
体
と
な
っ
て
企
画
・

募
集
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
で
す
。 

ミ
ツ
マ
タ
群
生
地
周
辺
の
観
光
は
、

Ｊ
Ｒ
と
全
国
の
各
地
域
と
で
展
開
し

て
い
る
観
光
イ
ベ
ン
ト(

デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン)

に
も
組
み

込
ま
れ
、
関
東
近
県
か
ら
も
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。 

保
全
協
議
会
の
人
た
ち
の
案
内
で
、

人
ひ
と
り
が
や
っ
と
通
れ
る
山
道
や

岩
場
の
難
所
も
な
ん
の
そ
の
、
日
頃
鍛

え
た
老
体
に
鞭
打
っ
て
最
初
は
意
気

軒
昂
に
進
ん
で
行
き
ま
し
た
。
標
高
５

０
０
メ
ー
ト
ル
に
も
満
た
な
い
山
々

で
あ
り
楽
勝
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

シ
ル
バ
ー
世
代
に
は
結
構
厳
し
い
箇

所
も
あ
っ
た
か
な
と
い
う
印
象
で
す
。 

鶏
足
山
か
ら
の
眺
め
は
大
変
爽
快 

 

 

鶏足（けいそく）山頂上にて少々バテぎみの面々 

彼
岸
頃
に
満
開
を
迎
え
る
ミ
ツ
マ
タ 

同
窓
会
栃
木
支
部
の
有
志
で
組
織
す
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
同
好
会
は
、
今
年
３
月
18

日(

月)

、
絶
好
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
に
、
茂

木
町
逆
川
地
区
の
焼
森
山
・
鶏
足
山
の
登
山

と
ミ
ツ
マ
タ(

和
紙
の
原
料
で
紙
幣
に
も
使

用)

の
群
生
地
を
巡
る
ハ
イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た
。 

リ
ー
ダ
ー
役
の
川
崎
利
夫
氏(

昭
和
48

年
法
卒)

が
急
遽
都
合
で
参
加
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
広
田
満(

昭
和
49
年
法
卒)

、

藤
沼
哲
史(

同)

、
斎
藤
康
史(

昭
和
51
年
法

卒)
 

３
人
の
会
員
と
篠
崎
達
夫
氏
（
斎
藤
氏 

友
人)

を
加
え
４
人

の
メ
ン
バ
ー
と
な
り

ま
し
た
。 

が
中
心
で
こ
れ
か
ら
が
最
盛
期
と
思
わ
れ

ま
し
た
が
、
日
常
見
ら
れ
な
い
光
景
に
夢

中
で
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し

た
。 

 

杉
木
立
の
間
に
淡
い
陽
が
差
し
こ
み
黄

色
の
花
々
が
咲
き
乱
れ
る
幻
想
的
な
光
景

が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
ポ
ス
タ
ー
に
も
使
わ

れ
ま
し
た
が
、
今
回
や
や
早
め
の
時
期
で

あ
る
た
め
白
と
黄
色
の
花
々
が
混
在
し
た

状
態
と
は
い
え
、
非
日
常
的
な
光
景
を
目

の
当
た
り
に
し
て
満
た
さ
れ
た
気
分
に
な

っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

私
た
ち
は
、
心
地
よ
い
疲
労
感
と
満
足

感
に
浸
り
な
が
ら
幸
せ
な
気
分
で
帰
路
に

就
き
ま
し
た
。 

編
集
後
記 

同
窓
会
報
第
２
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

会
報
の
名
称
が
「
青
松
と
ち
ぎ
」
に
決
定
し

ま
し
た
。 

創
刊
号
で
会
報
の
名
称
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
多
数
の
応
募

が
あ
り
、「
栃
の
新
」
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な

も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
支
部
役
員
会
で

検
討
の
結
果
、「
青
松
と
ち
ぎ
」
が
多
数
の

支
持
を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。
応
募
さ
れ
た

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
 

 

（
副
支
部
長 

斎
藤
康
史
） 
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